
久留米大学病院“元気プロジェクト”について

久留米大学病院男女共同参画事業推進委員会
（久留米大学医学部病理学講座）

守屋 普久子



平成27年 7/12（日）

男女で考える!
女性医師のキャリア形成

期 日

時 間

場 所

15:00～17:00

筑水会館2階イベントホール

一般
演題

開会の挨拶 久留米大学病院院長 坂本照夫先生

特別
講演 座長 久留米大学病院男女共同参画事業推進委員会委員長 鹿毛政義先生

『男女共同参画の取り組みと今後
の展望について』

日本医師会会長 横倉 義武先生

主催：久留米大学病院元気プロジェクト委員会・福岡県医師会

１、「将来のキャリアパス：医学科学生へのアンケート調査報告」

２、「久留米大学病院における男女共同参画の取り組みについて」



「女性たちの体験談を話す時代から、組織として取り組む時代、そして意識改革の時代へと
発展している！」

＜男女共同参画の取り組み＞ （横倉会長の御講演より）



久留米大学病院の概要

総医師数:627人

医師数 ：544人（男性医師431人 女性医師113人）

初期研修医： 83人（男性医師51人 女性医師32人）

総医師数:627人

医師数 ：544人（男性医師431人 女性医師113人）

初期研修医： 83人（男性医師51人 女性医師32人）

女性医師率 20.8%

女性医師率 38.5%



委員：全16名（内訳：医師12名、看護部長1名、管理課2名、人事課1名）

久留米大学病院男女共同参画事業推進委員会
「元気プロジェクト委員会」



キャリア教育の導入・充実

勤務医の労働環境の見直し

女性医師の就労支援

元気プロジェクト委員会“3本の矢”



キャリア教育の導入・充実

 学生交流会「先輩医師と話そう」の開催(平成24年度から)
主催：福岡県医師会

 医学科5年生へのグループ講義(平成26年度から)

 医学科4年生への講義(平成27年度から)

 学生研究グループ“チームGESC”の活動

 新カリキュラムの策定



心臓血管内科
野原夢先生

病院病理部 教授
鹿毛政義先生





1年 2年 3年 4年 5年 6年
講義(1コマ) グループ講義

先輩医師と話そう

1年 2年 3年 4年 5年 6年
講義(5コマ)

・professionalism
・医師のキャリア形成
・グローバルな視野と医

師の仕事
・キャリアとジェンダー
・医療現場のワークライ

フバランス

（PBL形式） （PBL形式）
(グループ

講義)

先輩医師と話そう

現在のカリキュラム

新カリキュラム（平成27年度1年生から適用）

久留米大学医学部医学科
キャリア教育



平成27年地理Aの問題



現在の中学校の教科書（家庭科）



女性医師の就労支援

 パート医師制度

(平成27年4月から、病院内の2部門に導入)

 パート医師への個人面談

 ママさんドクターの意識調査

総合健診センター 3名
産科外来 2名

総合健診セン
ターの収益38%

産科待ち時間
15分間短縮



 カンファレンス時間の把握

 医師の労働内容の把握

 各診療科の取り組みの調査と

診療部長会でのそれらの紹介

勤務医の労働環境の見直し



元気プロジェクト委員会(月1回） 翌月の診療部長会で報告

中堅以上の医師の意識変革を目指して･･･

ワークライフバランスに取り組んでいる診療科
のヒアリング・討議



「元気プロジェクト」実現に向けてのロードマップ
平成26年度 平成27年度 平成28年度

女性医師支援

離職した女性医師アンケート キャリア支援(パート医師の面談) 左記事業継続

ママさんドクターアンケート ママさんドクターアンケート アンケートまとめ

パート制導入検討 パート制導入 パート制拡充

勤務医の労働環境
見直し

無給医・低賃金医の数の把握 各科のカンファランス時間調査

業務内容調査

診療部長会での継続的な発表 左記事業継続

キャリア教育の充実

学生交流会 継続 事業見直し

医学科5年生へのグループ講義 継続 事業見直し

医学科4年生の講義 継続

医学科新カリキュラム策定
学園祭での

シンポジウム開催

その他
横倉医師会長の講演会

HP作成 HP維持 HP維持

論文発表：「今、求められる女性医師の労働環境とは」守屋普久子他 久留米医学会誌78:86-90, 2015
「久留米大学保育所による女性医療者の復職支援と今後の課題」守屋普久子他 久留米医学会誌78:9-12号掲載予定



• 男女共同参画への取り組みは、組織として取り組む時代、そして
意識改革の時代へと発展している

まとめ

久留米大学病院元気プロジェクト委員会HP http://genki.kurume-univ.jp/

• 医学部教育においても、キャリア教育の充実が必要である

• 女性医師が働くことによる診療業務・病院運営への貢献度は測り知れない




